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今年
も

つくっ
た



　一般会計決算は、歳入 83 億 229 万 916 円（前年 度比 4億 2803 万 2468 円増）、歳出 80億 1975 万 5412 円
（前年度比 4億 7284 万 5014 円増）となりました。

防災の強化と 教育の充実へ

ICT 教育導入事業

約２６９８万円

花美坂法面崩落防止工事

約２８６８万円

芦屋港活性化基本計画策定

約２０７０万円

　福岡県が管理する芦屋港を物流港から観光

レジャー要素のある港とし、町の活性化を図

るため「芦屋港活性化基本計画」を策定しま

した。

　主な導入内容

◇デジタル教科書の導入　

◇ＩＣＴ支援員の導入（各校に 1名）

◇電子黒板の導入（普通教室と特別教室に導

入）

※電子黒板は５カ年契約のうち８カ月分を

計上しています。

　花美坂法面にて一部

小さな落石があり、更

なる崩壊の危険性があ

りました。よって、安

全性を確保するため、

本工事を行いました。

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

～安心・安全なまちづくり～

芦屋港レジャー港化将来像　イメージパース

（1号上屋と海辺のプロムナード）
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９
月
定
例
会

　
第
３
回
定
例
会
が
、
令
和
元
年
９
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
６
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
５
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　
条
例
、
決
算
、
補
正
予
算
な
ど
22
議
案
が
上
程
さ
れ
、
19
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。



30 年度
決　算

　一般会計決算は、歳入 83 億 229 万 916 円（前年 度比 4億 2803 万 2468 円増）、歳出 80億 1975 万 5412 円
（前年度比 4億 7284 万 5014 円増）となりました。

防災の強化と 教育の充実へ

総合体育館等施設改修事業

約６億７９４８万円

　防災用のモーターサイレンはこれまで、芦

屋小学校区と山鹿小学校区のみで稼動してい

ましたが、新たに芦屋東小学校区に追加整備

することで、地域防災力の向上を図りました。

30 年度の主な事業を紹介します。

モーターサイレン整備工事

約２４８４万円

　主な改修内容

◇メインアリーナ、サブアリーナに輻射式冷

暖房を導入し、耐震天井に改修

◇総合体育館の屋根や床等、中央グラウンド

周辺施設、みどりの広場内各施設を改修

◇トレーニング室機器の入れ替え、増設　

◇移動式バスケットゴールの入れ替え

◆
ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
が
29
年
度
か
ら

30
年
度
に
か
け
て
倍
増
し
た
理

由
は
。29

年
度
10
月
か
ら
業
者
委
託
を

行
い
、
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト

の
掲
載
や
返
礼
品
の
増
加
に
努
め
た
。

30
年
度
は
ふ
る
さ
と
納
税
サ
イ
ト
及
び

返
礼
品
を
更
に
追
加
し
、
そ
の
取
り
組

み
を
１
年
間
通
し
て
実
施
し
た
た
め
、

寄
付
額
が
増
額
し
た
も
の
と
考
え
る
。

◆
町
財
政

平
成
30
年
度
決
算
に
お
け
る
「
公

債
費
の
未
償
還
元
金
の
合
計
約

86
億
円
」
に
占
め
る
、
過
疎
対
策
事
業

債
の
金
額
は
。

公
債
費
の
未
償
還
元
金
に
占
め

る
過
疎
対
策
事
業
債
の
未
償
還

元
金
は
約
37
億
１
３
５
６
万
円
で
あ

り
、
割
合
は
４
２
．
９
％
と
な
る
。
　

（
賛
成
多
数
・
認
定
）

一
般
会
計
決
算

問答問答

９
月
定
例
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
０
０
万
円

の
増
額
補
正
で
あ
る
。

　
歳
入
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
無
償
化
交
付
金
、
過
疎
対
策
事
業

債
等
を
増
額
計
上
し
て
い
る
。

　
歳
出
で
は
、
芦
屋
中
学
校
国
際
交
流

事
業
実
施
業
務
委
託
、
柏
原
漁
港
施
設

改
修
工
事
実
施
設
計
委
託
等
を
増
額
計

上
し
て
い
る
。
　

◆
釜
の
里
整
備
事
業

工
房
建
設
用
地
と
駐
車
場
の
整

備
を
行
う
に
あ
た
り
、
工
房
建

物
は
町
が
負
担
す
る
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

工
房
の
土
地
造
成
は
行
政
が
行

い
、
建
物
は
鋳
物
師
が
負
担
す

る
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

土
地
造
成
予
算
措
置
後
、
農
地
転
用
申

請
等
の
手
続
き
に
入
る
。

造
成
し
た
後
そ
の
土
地
は
有
償

対
応
か
無
償
対
応
な
の
か
。

現
在
協
議
中
で
あ
る
。
鋳
物
師

が
商
売
を
行
う
と
い
う
こ
と
も

踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

◆
移
住
支
援
事
業

移
住
支
援
事
業
補
助
金
で

２
０
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
制
度
の
内
容
は
。

国
の
地
方
創
生
事
業
の
1
つ
で
、

県
と
町
の
共
同
事
業
で
あ
る
。

・
条
件

　
東
京
23
区
に
5
年
以
上
在
住
、
ま
た

　
は
通
勤
し
て
い
る
人
が
芦
屋
町
に
移

　
住
し
、
県
が
選
定
し
た
対
象
企
業
に

　
就
職
す
る
こ
と

・
補
助
内
容

　
２
人
以
上
の
世
帯
：
１
０
０
万
円
　

　
単
身
世
帯
：
60
万
円

◆
中
学
校
国
際
交
流
事
業

本
来
は
年
度
当
初
に
予
算
計
上

す
る
べ
き
と
思
う
が
、
な
ぜ
こ

の
時
期
に
計
上
し
た
の
か
。

来
年
度
の
予
算
計
上
で
は
準
備

が
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
あ

り
、
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
入
念
な

準
備
と
調
整
を
行
い
た
い
た
め
。

問

答

補正予算一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問

答

問 答

芦屋釜製作作業をしている鋳物師

芦
屋
釜
復
興
事
業
が
ま
た
一
歩
あ
る
き
だ
す

釜
の
里
鋳
物
師
独
立
へ
！

前回の中学校国際交流

問答
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製作された芦屋釜
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町
の
将
来
に
わ
た
る
環
境
の
保
全
に

つ
い
て
基
本
的
理
念
を
定
め
、
事
業
者

お
よ
び
町
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
条
例
を
定
め
る
。

す
で
に
環
境
基
本
計
画
が
あ
る

が
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
基
本
条

例
を
策
定
す
る
の
か
。

環
境
基
本
計
画
は
平
成
26
年
度

に
策
定
さ
れ
10
年
計
画
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
計
画
の
基
本
的
理
念
が

ぶ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
定
め
る
。

ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
袋
有
料
化
に

取
り
組
む
自
治
体
も
あ
る
。
町

で
の
環
境
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
は
。

広
域
組
合
で
も
大
手
７
社
と
協

定
を
結
び
、
レ
ジ
袋
有
料
化
を

進
め
て
い
る
。
だ
が
、
住
民
に
負
担
が

か
か
る
た
め
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
成
し

た
。
町
で
は
町
民
体
育
祭
で
配
布
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

　
住
民
票
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

旧
姓
が
記
載
で
き
、
旧
氏
で
も
印
鑑
登

録
で
き
る
よ
う
変
更
す
る
。

こ
の
改
正
に
よ
っ
て
新
た
に
予

算
化
さ
れ
る
の
か
。

30
年
度
か
ら
始
め
て
い
る
事
業

で
あ
り
、
本
年
度
す
で
に
予
算

計
上
さ
れ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
予
算

の
発
生
は
な
い
。

環
境
基
本
条
例
の
制
定
　
　

（
満
場
一
致
・
可
決
）

問

答

条
　
例

町民体育祭で配られたエコバッグ

問答印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
　
　

（
賛
成
多
数
・
可
決
）

問答

　
新
帝
陛
下
の
御
即
位
奉
祝
の
賀
詞
決

議
で
あ
る
。

・
決
議
の
内
容

　
天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は

風
薫
る
佳
き
日
に
ご
即
位
あ
そ
ば
さ
れ

日
本
国
及
び
日
本
国
民
統
合
の
象
徴
と

し
て
皇
位
を
継
承
な
さ
れ
ま
す
こ
と
は

誠
に
慶
賀
に
堪
え
ま
せ
ん

　
世
界
の
平
和
と
我
が
国
の
繁
栄
が
一

層
進
展
し
令
和
の
世
が
幾
久
し
く
続
き

ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
こ
こ

に
芦
屋
町
議
会
は
芦
屋
町
民
を
代
表
し

て
謹
ん
で
お
祝
い
を
表
し
ま
す

　
地
方
公
営
企
業
法
の
規
定
に

基
づ
き
、
未
処
分
利
益
剰
余
金

約
61
億
９
５
０
０
万
円
の
う
ち

49
億
１
０
０
０
万
円
を
建
設
改
良
積
立

金
に
積
み
立
て
、
残
り
を
繰
越
利
益
剰

余
金
と
し
て
翌
年
度
に
繰
り
越
す
。

今
回
の
西
プ
ラ
ザ
等
の
改
修
は

こ
の
積
立
金
か
ら
支
出
す
る
の

か
。

こ
の
積
立
金
か
ら
支
出
す
る
。

今
後
、
大
規
模
改
修
に
も
充
て

る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
他

天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
賀
詞
決

議
　
　
　
　（
満
場
一
致
・
決
議
）

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

平
成
30
年
度
芦
屋
町
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
事
業
会
計
未
処
分

利
益
剰
余
金
の
処
分　

（
満
場
一
致
・
可
決
）

問答
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介
護
従
事
者
の
賃
金
底
上
げ
な
ど
の

処
遇
改
善
、
人
材
確
保
と
体
制
強
化
を

実
現
す
る
た
め
、
国
に
対
し
て
「
特
定

最
低
賃
金
」
を
新
設
す
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
・
介
護
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
患
者
・

利
用
者
の
負
担
軽
減
、
医
療
職
・
介
護

職
の
夜
勤
交
代
制
労
働
に
お
け
る
労
働

環
境
を
改
善
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
も
の
。

　
看
護
師
の
賃
金
底
上
げ
な
ど
処
遇
の

改
善
、
人
材
確
保
と
体
制
強
化
を
実
現

す
る
た
め
、
国
に
対
し
て
「
特
定
最
低

賃
金
」
を
新
設
す
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
も
の
。

【
国
の
保
険
制
度
の
中
で
改
善
さ
せ
る

べ
き
】　
　

　
　
　
萩
原
　
洋
子
議
員

　
賃
金
が
上
が
る
こ
と
は
誰
も
が
望
む

こ
と
だ
が
、
全
て
雇
用
主
に
負
担
を
強

い
る
と
小
規
模
事
業
所
等
は
経
営
に
支

障
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
町
民
に

と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
ま
た
、

人
材
不
足
は
様
々
な
業
種
で
も
発
生
し

て
お
り
、
こ
の
２
業
種
に
特
化
す
べ
き

で
は
な
い
。
医
療
、
介
護
業
界
は
求
人

難
の
た
め
、
ぎ
り
ぎ
り
の
人
員
体
制
で

運
営
し
て
い
る
。
も
し
も
、
こ
の
請
願

ど
お
り
に
な
れ
ば
人
手
不
足
の
施
設
や

病
院
は
閉
鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
ま
ず
は
記
録
の
簡
素
化
や
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
等
、
少
人
数
で
も

効
率
的
に
業
務
が
出
来
る
よ
う
、
賃
金

面
も
合
わ
せ
て
国
が
改
革
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。

【
介
護
士
の
低
賃
金
は
人
ご
と
で
は
な

い
】　

　
　
　
　
　
妹
川
　
征
男
議
員

　
民
生
文
教
常
任
委
員
会
で
否
決
さ
れ

た
こ
と
に
が
く
ぜ
ん
と
し
た
。
あ
る
介

護
施
設
長
か
ら
介
護
士
の
賃
金
等
に
つ

い
て
聞
い
た
。
介
護
士
の
労
働
は
き
つ

い
、
汚
い
、
危
険
、
給
与
が
安
い
、
休

暇
が
と
れ
な
い
な
ど
厳
し
い
労
働
条
件

で
あ
り
、
人
材
確
保
も
難
し
く
困
っ
て

い
る
と
。
入
所
者
に
対
し
献
身
的
に
接

す
る
介
護
士
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
し

た
が
、
ひ
と
ご
と
で
は
な
い
。
賃
金
の

底
上
げ
を
図
り
、
安
全
・
安
心
の
介
護

体
制
を
確
保
す
る
た
め
に
「
特
定
最
低

賃
金
」
を
設
置
す
べ
き
で
あ
る
。

【
町
議
会
が
軽
易
に
意
見
書
を
出
す
べ

き
で
は
な
い
】　

　
松
岡
　
　
泉
議
員

　
賃
金
が
低
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
は
、
事
実
だ
と
思
う
。
し
か
し
、
特

定
最
低
賃
金
を
申
請
す
る
に
は
労
使
間

の
合
意
が
大
前
提
と
な
る
。
最
低
賃
金

を
全
国
的
に
標
準
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
事
業
が
成
り
立
た
な
い
等
の
大
き
な

問
題
が
生
じ
る
と
考
え
る
。
国
と
し
て

手
当
す
べ
き
で
あ
り
、
町
議
会
が
軽
易

に
意
見
書
を
出
す
べ
き
で
は
な
い
。

【
誰
も
が
安
心
・
安
全
な
医
療
や
介
護

を
】　
　
　
　
　
　

川
上
　
誠
一
議
員

　
医
療
、
介
護
の
労
働
条
件
を
改
善
す

る
こ
と
を
求
め
る
３
つ
の
請
願
は
、
多

く
の
自
治
体
で
可
決
さ
れ
、
国
に
提
出

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
国
民
の
世
論
と
運
動
の
力

が
厚
労
省
を
動
か
し
、
介
護
の
分
野
で

は
１
０
０
０
億
円
の
予
算
で
10
月
か
ら

処
遇
改
善
の
加
算
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
医
療
分
野
で
の

処
遇
改
善
や
、
医
療
や
介
護
の
労
働
環

境
の
整
備
な
ど
取
り
組
む
べ
き
課
題
は

多
く
あ
る
。
安
全
・
安
心
の
介
護
・
看

護
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

賛
同
を
お
願
い
す
る
。

請
　
願

３
つ
の
請
願
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

介
護
従
事
者
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た

特
定
最
賃
の
新
設
を
求
め
る
請
願

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
夜

勤
交
替
制
労
働
の
改
善
を
求
め
る
請
願

看
護
師
の
全
国
を
適
用
地
域
と
し
た
特
定

最
賃
の
新
設
を
求
め
る
請
願

反
対

賛
成

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

賛
成

反
対
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　議案の賛否について掲載しています。掲載のない 12 議案は、満場一致で可決されました。

９月定例会意見がわかれた議案の賛否一覧

○ : 賛成、× : 反対を表しています。

　　
平
成
30
年
度
に
、
芦
屋
町
を
ロ
ケ
地
と
し
て
撮
影
し
た

映
画
「
夏
の
夜
空
と
秋
の
夕
日
と
冬
の
朝
と
春
の
風
」
が
、

10
月
25
日
か
ら
全
国
の
映
画
館
で
劇
場
公
開
さ
れ
た
。

　
こ
の
映
画
の
撮
影
に
あ
た
っ
て
、
芦
屋
町
映
画
制
作
実

行
委
員
会
を
中
心
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
エ
キ
ス
ト
ラ

等
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
が
あ
っ
た
。
映
画
の

公
開
を
通
じ
て
、
全
国
に
芦
屋
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
る

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

行
政
報
告
と
は
、
町

長
が
議
会
を
通
じ
て

町
の
重
要
な
問
題
の

経
過
等
を
住
民
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。

行政報告

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 賛
　
成

反
　
対

審議

結果議案名 / 議員名 内
海
中
西
長
島
萩
原
信
国
本
田
松
岡
妹
川
辻
本
小
田
川
上
横
尾

芦屋町印鑑条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × － ９ ２ 可決

芦屋町保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 １ 可決

令和元年度芦屋町一般会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － ９ ２ 可決

平成 30 年度芦屋町一般会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × － ９ ２ 認定

平成 30 年度芦屋町地方独立行政法人芦屋中央病院貸付金

特別会計決算の認定
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － 10 １ 認定

平成 30 年度芦屋町国民健康保険特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × － ９ ２ 認定

平成 30 年度芦屋町後期高齢者医療特別会計決算の認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × － 9 2 認定

介護従事者の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求め

る請願
× × × × × × × ○ × × ○ － ２ ９

不採

択

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を

求める請願書
× × × × × × × ○ × × ○ － ２ ９

不採

択

看護師の全国を適用地域とした特定最賃の新設を求める請

願
× × × × × × × ○ × × ○ － ２ ９

不採

択

議長には、賛否の意思表示をする表決権がありません。ただし、賛成・反対が同数になった場合、可否

を決める裁決権があります。

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

芦
屋
町
ロ
ケ
地
映
画
の
劇
場
公
開
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・
契
約
金
額

　
約
７
３
５
４
万
９
０
０
０
円

・
契
約
先

　
清
水
丸
源
建
設
㈱

こ
の
工
事
の
財
源
は
何
か
。

事
業
費
の
２
分
の
１
が
国
庫
補

助
と
な
り
、
残
り
の
残
額
が
過

疎
債
に
な
る
。

こ
の
工
事
に
至
っ
た
経
緯
は
何

か
。

護
岸
の
老
朽
化
に
よ
り
、
砂
が

流
出
す
る
事
態
等
が
起
こ
っ
て

い
た
た
め
、
平
成
27
年
度
に
現
在
あ
る

漁
港
を
保
全
す
る
目
的
で
柏
原
漁
港
機

能
保
全
計
画
を
策
定
し
た
。
こ
の
計
画

に
基
づ
き
、
物
揚
場
を
長
く
使
え
る
よ

う
、
今
回
工
事
と
し
て
上
げ
て
い
る
。

　

８
月
臨
時
会

　
第
３
回
臨
時
会
が
令
和
元
年
８
月
５
日
に
１
日
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
契
約
１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

契
　
約

柏
原
漁
港
機
能
保
全
工
事
（
２

号
物
揚
場
）
請
負
契
約
の
締
結

（
満
場
一
致
・
可
決
）

問答

工事中の柏原漁港

問答

議会の町内活動を報告します

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

　9 月 15 日の町内ソフトボール大会に
参加しました。

　健闘むなしく、１回戦敗退しましたが、

地域の方々と交流できました。

　10 月 6 日町民体育祭に参加しました。
　今年は 3 年ぶりに団体リレーに出場

し、がんばりましたが、最下位。改めて

町民の活力を感じることができました。

　10 月 18 日から開催された芦屋砂像展
に議会として作品を出展しました。

　皆さん、見ていただけましたか。

町内ソフトボール大会

町民体育祭

あしや砂像展

議会だよりあしやです令和元年 11 月 15 日　第 203 号 ⑧



一般質問 町政を問う
　９月６日に議員５人が一般質問を行いました。
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針等について

所信を聞き、報告や説明を求め疑問点をただすことです。質問する議員は、事前に質問通告書を提

出し、本会議において１人 60分の制限時間内で質問を行っています。

　議会だよりでは、質問した議員が自ら記事を作り掲載していますが、紙面の都合上、要約してい

ます。一般質問の会議録は、議会事務局や芦屋町ホームページで閲覧できます。

会議録

ページ 質問議員 質問事項

10 松岡 　泉
◎児童虐待防止対策

◎防災・減災の対策

11 川上 誠一

◎主要農作物種子法

◎自衛隊の隊員募集の広報など協力要請の現状と対応

○後期高齢者医療制度

12 本田 　浩 ◎地域交流サロン事業の取り組み状況と今後の在り方

13 萩原 洋子 ◎老人憩の家の見直し

14 妹川 征男
◎芦屋海岸に漂着するごみ

◎環境教育

◎：記事掲載あり　　○：記事掲載なし

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト
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関係法の改正に伴う町の児童虐
待防止強化策は

毎
年
、
児
童
相
談
所
の
児
童

虐
待
相
談
対
応
件
数
が
過
去

最
高
を
更
新
し
、
深
刻
な
社
会
問
題

で
あ
る
。
町
で
の
相
談
件
数
は
。

平
成
29
年
度
12
件
、
30
年
度

15
件
で
あ
っ
た
。

児
童
虐
待
防
止
は
、
保
育
所

や
幼
稚
園
、
小
中
学
校
等
関

係
機
関
と
の
連
携
が
重
要
で
は
。

「
芦
屋
町
要
保
護
児
童
対
策
協

議
会
」
を
設
置
し
、
関
係
機

関
と
情
報
共
有
や
支
援
対
策
を
協
議

し
て
い
る
。

児
童
福
祉
法
等
改
正
法
が
成

立
し
、
家
庭
で
の
体
罰
禁
止

が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。
早
期
に
防

止
強
化
策
を
講
ず
る
べ
き
で
は
。

芦
屋
町
で
は
国
か
ら
令
和
４

年
度
ま
で
に
「
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
」
の
設
置
と
常
時
２

名
の
家
庭
支
援
員
の
配
置
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
調
査
や

研
究
を
行
い
、
家
庭
へ
の
支
援
を
更

に
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

警
戒
レ
ベ
ル
情
報
が
変
更
さ

れ
た
が
、
国
民
の
理
解
が
進

ん
で
い
な
い
。
周
知
の
手
段
・
方
法

を
検
討
す
べ
き
で
は
。

継
続
し
て
町
の
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
、
イ
ベ
ン
ト

で
の
チ
ラ
シ
配
布
等
Ｐ
Ｒ
す
る
ほ
か

出
前
講
座
を
活
用
し
周
知
し
た
い
。

水
害
は
逃
げ
遅
れ
て
被
災
し

た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
推
進
の
考
え
は
。

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
有
効

性
や
必
要
性
を
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
い
。
ま
た
、

自
治
区
に
つ
い
て
も
、協
議
し
た
い
。

避
難
所
用
防
災
備
品
は
必
要

数
備
蓄
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
避
難
所
の
防
災
備
品
数
は
、
浸

水
被
害
想
定
に
比
べ
不
十
分
で
あ

る
。
そ
の
対
応
は
。

可
能
な
も
の
は
町
で
配
布
し
、

各
個
人
で
も
持
っ
て
き
て
も

ら
う
。
県
が
災
害
時
受
援
計
画
に
基

づ
き
企
業
と
締
結
を
結
ん
で
い
る
た

め
、不
足
分
は
支
援
要
求
し
て
い
く
。

支援充実のため、子ども家庭総合
支援拠点設置を調査・研究する

健康・こども課長

問答 答問

松
まつ

　 岡
おか

　 　 泉
いずみ

子どもにとって安心・安全の社会へ

児
童
虐
待
防
止
対
策

問

防
災
・
減
災
の
対
策

答※
注
１
：
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

い
ざ
と
い
う
時
に
あ
わ
て
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
避
難
に
備
え
た
行
動
を
一
人
一
人

が
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
こ
と

答

問答

問

問

答

注
１

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト
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５人の 議 員 が 登 壇　　　　　　　　　　　　　　　　　　

安心・安全な米等を作るため、
県に種子条例制定を求めるべき

川
かわ

上
かみ

誠
せい

一
いち

昨
年
４
月
か
ら
種
子
法
が
廃

止
さ
れ
た
。
種
子
の
供
給
の

不
安
定
化
や
価
格
の
高
騰
、
遺
伝
子

組
み
換
え
や
ゲ
ノ
ム
技
術
に
よ
る
食

の
安
全
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
県
に

対
し
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
、
安

心
で
安
全
な
米
等
の
種
を
守
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

県
で
は
基
本
要
綱
を
制
定
し
、

法
の
廃
止
以
前
と
同
様
に
、

安
定
供
給
を
行
う
考
え
を
示
し
て
い

る
。
条
例
制
定
の
要
望
に
つ
い
て
は

今
後
の
状
況
を
見
極
め
判
断
す
る
。

自
衛
隊
か
ら
の
隊
員
募
集
の

協
力
や
要
請
に
は
、
ど
う
対

応
し
て
い
る
の
か
。

町
で
は
募
集
対
象
者
情
報
の

提
供
に
対
し
て
18
歳
以
上
の

男
性
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

住
所
を
紙
媒
体
で
提
供
し
て
い
る
。

多
く
の
自
治
体
が
住
民
基
本

台
帳
法
に
基
づ
き
閲
覧
に
留

め
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護
法
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
を
保
護
す
る
観
点
か

ら
本
人
の
同
意
が
な
い
情
報
提
供
を

紙
媒
体
で
行
う
べ
き
で
な
い
と
思
う

が
ど
う
か
。

自
衛
隊
の
所
在
地
で
あ
る
町

の
た
め
、
関
係
法
令
に
の
っ

と
り
適
切
に
協
力
し
、
今
後
も
紙
媒

体
で
の
情
報
提
供
を
行
う
。

６
月
15
日
付
の
広
報
あ
し
や

に
「
青
少
年
防
衛
講
座
」
の

募
集
が
掲
載
さ
れ
た
。
各
地
で
行
う

講
座
の
内
容
を
見
る
と
戦
闘
機
へ
の

体
験
搭
乗
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
操

縦
訓
練
、
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
ミ
サ
イ
ル

を
肩
に
か
け
る
な
ど
自
衛
隊
の
Ｐ
Ｒ

で
し
か
な
い
内
容
で
あ
る
。
平
和
を

願
う
住
民
の
声
と
相
い
れ
な
い
も
の

で
あ
り
、
掲
載
は
不
適
切
で
は
な
い

の
か
。航

空
自
衛
隊
の
任
務
の
理
解

度
の
促
進
お
よ
び
防
衛
に
対

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
目

的
で
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も
依
頼

が
あ
れ
ば
掲
載
す
る
。

職
場
体
験
学
習
先
に
芦
屋
基

地
が
あ
る
が
体
験
内
容
は
「
防

衛
講
座
」
の
内
容
と
変
わ
ら
な
い
。

教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

自
衛
隊
は
災
害
派
遣
等
も
行

い
、
体
験
学
習
の
狙
い
に
沿
っ

た
取
り
組
み
内
容
で
あ
る
。
来
年
度

も
職
場
体
験
を
さ
せ
た
い
。

問答

問答問

答

答

産業観光課長

主
要
農
作
物
種
子
法

問問答

安心・安全な米等の種を守ろう

県は要綱を定め、対応している。
今後の状況を見て判断する

自
衛
隊
の
隊
員
募
集
の
広
報
な

ど
協
力
要
請
の
現
状
と
対
応

９
月
定
例
会

臨　

時　

会

一 

般 

質 

問

視
察
レ
ポ
ー
ト

※
注
２
：
ゲ
ノ
ム
技
術

思
い
通
り
に
標
的
の
遺
伝
子
を
改
変
す

る
技
術

注
２
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地
域
交
流
サ
ロ
ン
事
業
の
開

催
目
的
は
。

地
域
で
孤
立
す
る
高
齢
者
を

つ
く
ら
な
い
こ
と
や
、
高
齢

者
が
役
割
を
も
っ
て
地
域
サ
ロ
ン
交

流
を
運
営
す
る
こ
と
で
、
生
き
が
い

や
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
、
介
護
予
防
を
推
進
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
る
。

現
在
実
施
自
治
区
が
22
、
未

実
施
地
区
が
８
で
あ
る
が
、

開
催
地
域
で
地
域
交
流
サ
ロ
ン
事
業

に
関
す
る
意
見
は
集
約
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
事
業
の
課
題
は
。

現
在
22
実
施
地
区
で
４
０
０

名
以
上
町
民
が
参
加
し
て
い

る
。
意
見
に
は
「
近
所
で
知
り
合
い

が
増
え
た
」、「
地
域
の
人
に
声
掛
け

が
し
や
す
く
な
っ
た
」、「
毎
回
サ
ロ

ン
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」、「
体
操

す
る
こ
と
で
体
が
元
気
に
な
っ
て
い

る
」
等
、
当
初
の
目
的
を
超
え
る
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
各

地
区
に
よ
り
課
題
が
異
な
る
た
め
、

こ
れ
ら
を
解
決
で
き
る
よ
う
支
援
を

充
実
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

未
実
施
自
治
区
の
対
応
と
全

自
治
区
実
施
に
つ
い
て
今
後

の
考
え
は
。

地
域
の
事
は
地
域
で
考
え
な

が
ら
、
未
実
施
自
治
区
で
は

今
後
も
実
施
に
向
け
て
働
き
か
け
を

続
け
て
い
く
。
全
自
治
区
実
施
に
つ

い
て
は
現
在
計
画
し
て
い
な
い
。

地
域
交
流
サ
ロ
ン
事
業
を
今

後
実
施
す
る
中
で
未
実
施
自

治
区
を
含
め
て
複
数
自
治
区
合
同
で

開
催
を
す
る
方
法
は
ど
う
か
。

主
体
が
地
域
と
な
り
、
で
き

る
だ
け
制
約
を
な
く
し
た
つ

く
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と

し
て
共
同
開
催
も
可
能
で
あ
る
。

共
同
開
催
を
拡
大
し
、
町
全

体
の
地
域
交
流
サ
ロ
ン
事
業

を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治

区
を
超
え
た
友
人
・
知
人
の
交
流
が

図
れ
る
と
思
う
が
、
ど
う
か
。

事
業
の
運
営
を
担
っ
て
い
る

方
々
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
そ
の
上
で
実
施
の

有
無
を
地
域
の
方
と
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
。

主体が地域となり、制約も少ない
ため可能である

柏原区のサロンの様子

地域交流サロン事業を複数自治
区合同で開催をするのはどうか

問答

答

答

答

答

問

問問

問

福祉課長

地
域
交
流
サ
ロ
ン
事
業
の
取
り

組
み
状
況
と
今
後
の
在
り
方

本
ほん

　 田
だ

　 　 浩
ひろし

柏原区のサロンの様子
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老
人
憩
の
家
の
利
用
状
況
は
。

利
用
者
は
減
少
し
て
い
る
。

30
年
度
の
１
日
当
た
り
平
均

利
用
者
は
１
１
３
人
と
利
用
対
象
者

の
２
．
２
％
と
な
り
、
そ
の
う
ち

80
％
が
70
歳
以
上
で
あ
る
。
利
用
目

的
は
入
浴
47
％
、
友
人
と
の
交
流

28
％
、
同
好
会
・
趣
味
の
活
動
８
％

で
あ
る
。
同
好
会
は
カ
ラ
オ
ケ
が
４

団
体
、
編
み
物
、
将
棋
、
太
極
拳
が

各
１
団
体
で
登
録
者
は
47
名
に
な
っ

て
い
る
。

憩
の
家
主
催
で
イ
ベ
ン
ト
等

の
催
し
は
あ
る
の
か
。

月
１
回
、
福
祉
課
が
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
る
。
受
託
者

の
方
で
は
行
っ
て
い
な
い
。

施
設
管
理
費
用
は
。

修
繕
費
等
の
臨
時
費
用
を
除

き
、
指
定
管
理
料
で
お
お
む

ね
２
４
０
０
万
円
。
30
年
度
は
重
油

の
値
上
が
り
で
２
６
８
０
万
円
。

基
本
構
想
策
定
か
ら
基
本
計

画
策
定
ま
で
の
流
れ
は
。

今
年
度
は
基
本
構
想
と
し
て

複
数
の
整
備
パ
タ
ー
ン
を
作

成
し
、
建
設
費
等
を
試
算
。
来
年
度

は
住
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
・
基
本
構
想
に
よ
る
複
数
の
整
備

パ
タ
ー
ン
を
示
し
、
案
を
絞
っ
た
基

本
計
画
を
作
成
す
る
予
定
て
あ
る
。

前
回
の
憩
の
家
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等

の
説
明
は
し
た
の
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト

に
漏
れ
た
町
民
の
意
向
把
握
は
ど
う

す
る
の
か
。
そ
の
結
果
に
意
向
と
実

態
が
合
わ
な
い
等
指
摘
し
て
い
る
が

要
因
解
明
で
き
た
の
か
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
説
明

は
し
て
い
な
い
。
意
向
把
握

の
方
法
や
要
因
解
明
は
済
ん
で
い
な

い
。
今
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
制

度
設
計
を
考
え
る
。

前
回
は
50
歳
代
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
る
が
、
さ

ら
に
若
い
世
代
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

今
後
検
討
す
る
。

利
用
者
の
聞
き
取
り
は
。

検
討
し
て
い
る
。

老
人
憩
の
家
の
大
き
な
課
題

は
入
浴
施
設
を
ど
う
す
る
か
。

町
長
の
見
解
は
。

入
浴
施
設
が
要
る
の
か
、
要

ら
な
い
の
か
、
ま
ず
は
ア
ン

ケ
ー
ト
で
調
査
す
る
こ
と
が
第
一
で

あ
る
と
思
う
。

入浴施設についてアンケートでま
ずは調査することが第一である

築 40 年の老人憩の家の風呂 ( 鶴松荘）

老
人
憩
の
家
の
見
直
し

老人憩の家の現状を町民に伝
え、意向を把握するべき

答

答

答答

問

問 問問

問

町長

答 問

萩
はぎ

原
わら

洋
ひろ

子
こ

問 答

答問 答
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環境問題解決は人類の生存に
とって重要な課題だが

芦
屋
海
岸
に
漂
着
す
る
ご
み

は
海
洋
汚
染
を
引
き
起
こ
し
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
海
の

生
態
系
を
狂
わ
せ
、
深
刻
な
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
遠
賀
川
最
下
流
の
芦

屋
町
に
と
っ
て
、
上
流
域
か
ら
の
ご

み
の
根
絶
は
深
刻
な
課
題
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
か
ら
30
年
度
に
漂
着
し

た
ご
み
の
回
収
量
、
回
収
費
は
。

こ
こ
10
年
間
の
柏
原
漁
港
区

域
の
漂
着
ご
み
回
収
実
績
は

６
カ
年
で
総
回
収
量
約
３
３
８
ト

ン
、
回
収
費
用
２
８
３
０
万
円
で
、

こ
の
う
ち
補
助
金
を
除
く
町
の
手
出

し
は
３
５
８
万
円
で
あ
る
。

な
ぜ
人
は
不
法
投
棄
を
す
る

の
か
。
国
土
交
通
省
遠
賀
川

河
川
事
務
所
は
ご
み
袋
の
有
料
化
が

不
法
投
棄
の
増
加
の
原
因
と
認
め
て

い
る
。
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

取
り
込
め
ば
、
大
人
や
次
世
代
の
子

ど
も
た
ち
の
食
生
活
を
脅
か
し
健
康

を
害
す
る
。
こ
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な

話
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。

生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
こ
と
は
、
世
界
的
に
大

問
題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
、
芦

屋
海
岸
に
ご
み
が
流
れ
着
か

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

べ
き
か
。

河
口
堰
に
溜
ま
っ
た
ご
み
が

河
口
堰
が
開
門
し
た
ら
バ
ッ

と
流
れ
て
く
る
の
は
自
明
の
理
で
あ

る
。
議
員
が
提
示
し
た
ご
み
の
写
真

を
遠
賀
川
流
域
リ
ー
ダ
ー
サ
ミ
ッ
ト

で
毎
年
言
い
続
け
な
い
と
い
け
な

い
。

現
在
、
地
球
温
暖
化
、
海
洋

汚
染
、
自
然
破
壊
等
地
球
環

境
の
悪
化
が
深
刻
化
し
、
環
境
問
題

へ
の
対
応
が
人
類
の
生
存
に
と
っ
て

の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
近

い
将
来
、
子
ど
も
た
ち
の
命
の
問
題

に
ま
で
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

環
境
教
育
が
重
要
で
あ
る
。
教
育
行

政
の
責
任
者
と
し
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。
人
権
教
育
の
一
環
と
し

て
、講
演
会
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
へ
の
責
任
あ
る
行
動
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
態
度
と

い
う
の
が
環
境
教
育
の
大
き
な
目
的

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

環境教育の目的、責任ある行動を
視野に入れて検討したい

教育長

2009 年 11 月、洞山をバックにペットボトル、空き缶の山

芦
屋
海
岸
に
漂
着
す
る
ご
み

問答

答

答問

問

妹
いも

川
かわ

征
いく

男
お

町 政を問う　～ 一般質問 ～

環
境
教
育

問答

※
注
３
：
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

５
ミ
リ
以
下
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
。
海

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
紫
外
線
や
波
浪

に
よ
り
拡
散
し
て
で
き
る
。

注
３
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行政視察レポート

全国道の駅グランプリを受賞した施設へ　

日　程：８月 20 日～ 22 日

視察先：千葉県南房総市、全国モーターボート競走施行者協議会、ボートレース戸田ほか

視察者：横尾武志、本田浩、信国浩、萩原洋子、長島毅、中西智昭

　◆千葉県南房総市◆

　南房総市には 8カ所もの道の駅があり、一市

町村では全国一の多さを誇っている。道の駅では

地域特産品である枇
び

杷
わ

を加工して幅広く商品化し

集客に寄与している。

　また、道の駅と地域の共存のため、地域商店と

重複しないような品揃えを心掛けている。

　芦屋港が産業港からレジャー港へ変わろうとす

る中、地域の特産を活かした加工商品を販売する

等、集客力向上の面で参考にしたい。

◆ボートレース戸田◆

　地域に開かれたボートレース場を目指し子ども
向けに遊び広場「モーヴィ」を展開している。会

場を大きく 3つのゾーンに分け、平日は時間無

制限、週末は 70 分 300 円の料金で遊べる施設と

なっていた。今回は平日の視察であったが、夏休

み期間中だったこともあり、たくさんの親子が所

狭しと遊び、笑顔と笑い声が施設内に響いていた。

ボートレース芦屋も夢リア・プラザが改修され、

キッズパークが整備される予定であるため、その

参考にしたい。道の駅「とみうら枇杷倶楽部」の視察

議会広報委員会視察レポート

日　程：９月 25 日～ 27 日

視察先：町村議会広報研修、東京都立川市、京都府宇治田原町

視察者：川上誠一、長島毅、本田浩、信国浩、萩原洋子、中西智昭

町民と議員が近い距離で意見交換のできる場

　◆町村議会広報研修◆

　読者目線で親切な広報誌を作るには・・・

　議会だよりはあくまで議会に興味を持ってもら

うきっかけの提供である。限られた紙面で全ての

ことを伝えるのは不可能なため、どれをピック

アップするのか住民目線で考え、住民の方々と課

題を共有することが大切であると学んだ。

　住民の方に議会

だよりを通して議

会に興味を持って

もらえるよう、記

事の構成等に励み

たい。

◆京都府宇治田原町◆

　ワールドカフェ方式の住民懇談会・・・
　宇治田原町議会は
議会基本条例に基づ

き議会報告会を行っ

ていたが、参加者の

減少や固定化等の課

題があり、住民と議

会との懇談会に変更

した。最初に議会報告を行い、その後ワールドカ

フェ方式の懇談会を行う。テーマに合わせ、各種

団体に参加を依頼し、町民と議員が近い距離で意

見交換のできる場をつくった。芦屋町でも議会報

告会を検討する際は参考にしたい。町村議会広報研修

京都府宇治田原町視察
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　本会議や委員会は、どなたでも傍聴できます。また、

本会議は役場１階ロビーでライブ中継をしています。
※�日程は変更になる場合があり、最終決定は 12 月上旬に開かれる

議会運営員会で行われます。傍聴を希望する方は議会事務局にお

問い合わせください。　（℡ 223-3579）

次回の定例会は 12月９日開会予定

議会を傍聴してみませんか？

町かど

インタビュー

議会録画中継配信中
　詳しくは、芦屋町ホームページをご覧く

ださい。なお、配信は本会議終了から７日

後（休日のぞく）になります。

録画中継ページ

い
つ
頃
か
ら
見
守
り
活
動
を
し

て
い
ま
す
か
？

花
美
坂
が
出
来
て
か
ら
な
の

で
、
20
年
ほ
ど
前
で
す
。
子
供

達
が
増
え
て
、
と
っ
て
も
か
わ
い
か
っ

た
の
で
は
じ
め
ま
し
た
。

当
時
と
今
の
違
い
は
あ
り
ま
す

か
？

当
時
も
今
も
子
ど
も
達
は
よ
く

挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
今
の

子
は
全
体
的
に
お
と
な
し
く
な
っ
た
気

は
し
ま
す
。
以
前
は
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
す

る
子
供
達
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
最
近

は
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
て
く
れ
る
子
が
多

い
で
す
。思

い
出
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

あ
り
ま
す
か
。

長
年
続
け
て
い
る
の
で
、
顔
な

じ
み
の
子
が
卒
業
後
に
新
し
い

制
服
姿
で
、
写
真
入
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
届
け
て
く
れ
た
事
が
あ
り
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
時
折
、
お
母
様
方

に
町
で
出
会
う
と
、
当
時
の
思
い
出
話

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

最
後
に
子
ど
も
た
ち
へ
何
か

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

私
達
も
元
気
で
見
守
り
活
動
続

け
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
元
気

な
姿
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
で
も
、
中
に
は
遅
刻
し
そ
う
な
子
も

い
る
の
で
、
も
う
少
し
早
め
に
起
き
ま

し
ょ
う
。

町
内
で
、見
守
り
活
動
し
て
い
る
皆
様
、

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
、
大
切
な
子
供

達
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ａ

ＱＡＱＡＱ

ＡＱＡ

今日も元気にいってらっしゃい

いつもきれいにしていただいて

ありがとうございます

　
9
月
議
会
は
条
例
や
補
正

予
算
の
他
に
決
算
が
議
案
と

し
て
上
程
さ
れ
、
町
の
経
営

状
態
を
知
る
機
会
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
広
報
委
員
会

の
新
人
議
員
も
勉
強
に
な
っ

た
議
会
で
し
た
。

　
8
月
の
行
政
視
察
を
皮
切

り
に
、
各
委
員
会
の
視
察

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
秋
は
各
種
イ
ベ
ン
ト
も

多
く
、
町
民
の
み
な
さ
ん
と

関
わ
る
こ
と
も
増
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
議
会
内
で
も
町

内
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
砂

像
展
に
も
参
加
し
、
議
員
同

士
が
協
力
し
合
い
、
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
議
員
全
員
で
力
を
合
わ

せ
、
芦
屋
町
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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控

 

室

山鹿地区の通学路で、見守り活動や清掃活

動を長年している「元花の女学生トリオ」

重岡様、蒲原様、堀江様にお話を伺いまし

た。

【
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